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研究分野：ジェンダー統計研究 
科研費の分科・細目：ジェンダー・ジェンダー 
キーワード：ジェンダー統計、収入、男女間賃金格差、日英比較、個人と世帯 
 
１．研究計画の概要 
 

本研究は、ジェンダー視点から、収入の個
人と世帯、そしてその関係性を検討する。個
人レベルにおいて労働市場で発現する男女
間の賃金の格差･差別を検討し、世帯レベル
では世帯単位にみた男女の収入を検討する。
その際、ジェンダー統計の視角を基礎にする。 
 具体的には４つの課題がある。(1)男女間賃
金格差･差別について、要因分解手法の限界
を配慮して、日英比較を行うこと。(2)片稼ぎ
世帯、妻正規雇用型共稼ぎ世帯、妻非正規雇
用型共稼ぎ世帯の収入構造を日英比較する
こと。(3)それぞれの世帯について世帯収入階
級別夫妻間の収入比率を検討し、さらに夫間、
妻間、世帯間の収入格差とそれらの関係を分
析し、日英比較することである。(4)さらに、
賃金/収入の「男性稼ぎ主」型の程度と生活で
きる程度かに注目しながら、制度や政策を含
めてイギリスとの比較を行い、日本の諸制
度･政策を考察する。 
 
２．研究の進捗状況 
 
 上記の課題すべて、特に(1)～(3)の検討を進
めている。(1)賃金格差の要因分解手法につい
て、先行研究を踏まえ、ジェンダー統計学の
視角から再検討し、その内在的限界を明らか
にした。限界には、①「格差」と「差別」の
大きさは、利用する説明変数によって変化し、
②差別の数量化は過小評価につながる可能
性があること、③日本で見られる変数別要因
分析には問題があること、を指摘した。 

(2)片稼ぎ世帯、共稼ぎ（妻フルタイム、妻
パート）世帯に分けた収入構造については、
日本の全国消費実態調査の個票データ、イギ

リスの Individual Income を利用して、日英
比 較 を 試 み た 。 さ ら に イ ギ リ ス の
Expenditure and Food Survey（EFS）の個
票データを用いて、家族類型別などの分析を
継続している。 

(3)ここでも上記(2)で示したデータを利用
して、世帯収入階級別に夫妻間の収入比率な
どを検討した。労働市場での男女間賃金格差
が、世帯内での夫妻の収入の分かち合いに大
きく影響を及ぼしており、労働市場および世
帯においてジェンダー平等は、日本よりイギ
リスで進んでいること、を確認した。EFS、
さらに Family Resource Survey の個票デー
タを用いて、さらなる分析をする予定である。 

(4)イギリスの低所得世帯に着目して、社会
保障給付と捕捉率について、EFS および FRS
を用いて共同で分析を進めている。さらに、
イギリスの男女間賃金格差や低所得に対応
した政策について検討を進める予定である。 

(5)本研究の基礎となるジェンダー統計活
動・研究では、労働条件および家計に関する
統計の検討、ジェンダーに関する総合指数の
検討、そして 2010 年の国連を中心とするジ
ェンダー統計に関するグローバル・フォーラ
ムやジェンダー統計専門家会議へのオブザ
ーバーとして参加して、ジェンダー統計に関
する国際的交流を進め、研究に活かしている。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
各課題について若干の不足はあるが、当初

の目的に沿って取組んでいる。(1)男女間賃金
格差の検討では、具体的な日英比較にまで手
が付けられていないが、分析手法である要因
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分解手法について、再検討することでより正
確な分析結果を導き出すことが期待できる。
(2)収入構造の日英比較は、日英のミクロデー
タを使い、先行研究の弱点・不足点を克服し
ているが、さらに分析対象を絞り、理論的、
社会的背景についての検討を深める必要が
ある。(3)同じことが、夫妻の収入比率につい
ても言える。(4)諸制度および政策との関係に
ついての検討は不足がちであり、これは今年
度、2011 年度の主たる課題となる。 
  
４．今後の研究の推進方策 
 

今年度は、上記の(2)と(3)を補強しながら、
特に(4)に集中的に取り組む。 
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